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メルマガ配信ガイド
＆ 事例集
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はじめに
インバウンドマーケティング戦略の一環としてメルマガ（メールマガジン）を展開することに二の足を踏んでしまう企業は

そう少なくありません。「メルマガは時間がかかる割に十分なROI（投資収益率）が見込めない」、「新たな顧客を獲得して

維持していくにはInstagramやTwitterの方が見栄えも良く、大々的にアピールできる」といった声がよく聞かれます。しか

し、Eメールマーケティングには大きな可能性が潜んでおり、マーケティング戦略を成功に導く手段として決して無視はで

きません。事実、2019年には80％のマーケティング担当者が、Eメールのエンゲージメントが増加したと回答しています。

では、何から始めればよいのでしょうか？

ずばり、メルマガです。

メルマガは、オーディエンスに自社のことをもっとよく知ってもらうためだけでなく、正しく運用すれば、少ないコストで業

績を飛躍的に向上させるための手段にもなり得ます。

メルマガキャンペーンの始動や、従来のメルマガの刷新を予定しているなら、ぜひ本ガイドでご紹介するヒントや事例を

参考にしてみてください。本eBookでは、最適なメルマガの種類を判断するポイントや、メルマガをデザインして最適化す

る方法を取り上げると共に、皆さんのクリエイティビティーを刺激する成功事例もご紹介します。では、さっそく詳細を見

ていきましょう。

https://www.hubspot.com/marketing-statistics
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Eメールマーケティング
HubSpotのEメール マーケティング ツールを使えば、 

デザイナーやエンジニアの力を借りなくても、 

マーケティング活動のためのEメールを作成、 

パーソナライズ、最適化できます。

相手の心に響く、人間味のあるEメールを送信して、 

開封率とクリックスルー率を飛躍的に向上させましょう。

無料で試してみる

https://www.hubspot.jp/products/marketing/email


第1章

メルマガの種類

メルマガ配信の初期段階でよく問題になるのが、
一貫性が保たれないことです。読者は何かを期待
してメルマガに登録しています。そうした期待に
応える（さらには期待を上回る）ためには、メルマ
ガの骨子を固めて、それに従いましょう。メルマガ
を送信するときには毎回同じレイアウトを使用し
て、趣旨を読者にわかりやすく伝えることが大切
です。配信するメルマガの種類は、読者の好みと
自社のコンテンツ戦略との絶妙な兼ね合いを考
えつつ、賢く選択しなくてはなりません。

ブログの更新情報

ブログ記事を中心としたメルマガは、既に多くの読者によって活発なブログコミュニティー

が確立されている場合に最適であり、コンテンツにトラフィックを直接誘導するには理想

的な手段です。長文に仕上げるよりも、読者がリンクをクリックしたくなるような、インパク

トのある短い文言でアピールすることが大切になります。言葉を尽くして読者の説得に当

たるのではなく、訴求力のある簡潔なコピーでブランドの価値を伝え、読者が自然と詳細

情報にアクセスしたくなるように働きかけましょう。

今後のイベント一覧

自社でこれからイベントを主催する、またはイベントに参加する予定はあるでしょうか？ 多

くの企業では、特定の場所やカテゴリーで開催されるイベントの情報を一覧にして、毎月

または四半期に1回のペースで配信しています。メルマガで、あまり知られていないけれど

も有益なイベントを紹介すれば、自社ブランドで通常想定されるよりも広範囲のオーディ

エンスにアプローチできます。このタイプのメルマガの目的は、見逃せないイベントを読者

に知らせると同時に、適切な来場者を呼び込むことで利益につながりそうな業界イベント

を宣伝することです。メルマガ送信者とイベント主催者の両方にメリットがあり、共同マー

ケティングの起爆剤となります。このタイプでは、イベントの詳細にアクセスするよう読者

を促すコピーを作成することが重要です。情報量が多すぎると敬遠されてしまうおそれが

あるので、文章は端的にまとめ、イベントに関する画像も盛り込みつつ、読者が直接イベン

トに登録できるようリンクも挿入しておきましょう。
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キュレーション形式

所属する業界の規模が大きく、独自のコンテンツをあまり作成していない

会社に適しているのが「キュレーション」形式です。他のウェブサイトから関

連するコンテンツを集め、自社の目的に沿ったメルマガとして仕上げます。

コンテンツはそのときどきで異なっても、毎回明確なテーマを設定するよ

うにしましょう。キュレーション形式は、業界エキスパートの企業が読者に

サービス購入を促すことを目指す場合にぴったりです。同じ分野の関連記

事をまとめ、すべての記事にリンクを設定することで、自社のサービスが

他社と比較してどれほど優れているかを読者に示すことができます。

リードナーチャリング

リードのデータベースに登録されているなら、そのコンタクトが自社の製品やサービスに関心を持っていることは明白ですが、ブランドの情報をチェックしたい

とは思っていても、製品購入や会員登録の意志が固まっているとは限りません。こうした見込み客（リードやプロスペクト）には定期的にEメールを送信すること

で、購入検討時に自社のブランドを真っ先に思い浮かべてもらえるようになると共に、それぞれのペースでブランドについての知識を深めてもらうことができま

す。リードナーチャリング（見込み客の購入意欲醸成）を効果的に行うと、営業チームに引き継げるリードの数は1.5倍に増え、そのためのコストを33％削減で

きます。ぜひリード向けのメルマガの運用を開始し、会社や製品の最新情報、大小さまざまなコンテンツ、自社に関するニュース記事を掲載して、週1回または

月1回のペースで配信しましょう。

顧客へのお知らせ

新しい製品や機能、サービスの宣伝、コラボレーションに関する発表、イ

ベントの告知など、顧客向けのEメールは実に用途の広いマーケティング

ツールです。あらゆる規模のビジネスに適し、eコマース（電子商取引）企

業では特に重宝されています。自社のブランド戦略とミッションステートメ

ントに基づきながら、親しみやすいカジュアルなコピーに仕上げ、目を引く

画像を添えてください。メルマガの内容がミッションに沿っていなければ、

読者はたちまち不信感を覚え、春のバーゲンセールの案内を待たずに、

登録を解除してしまうでしょう。eコマースブランドでは、プロモーションや

セール、新製品についての情報提供に顧客向けEメールを活用できます。

https://blog.hubspot.jp/what-is-lead


第2章

効果的なメルマガの 
必須条件

メルマガの有効性は、コンテンツの魅力で決まり
ます。コンテンツを選ぶときの指針として「9：1の
法則」を覚えておきましょう。その法則とは「コン
テンツの配分は知識提供90％、プロモーション
10％」というものです。製品やサービスがいかにす
ばらしくても、宣伝文句が延々と続けば、読者はう
んざりしてしまいます。反対に、メルマガで業界や
読者の関心事項について参考になる重要な情報
を重点的に提供すれば、購入に気持ちが傾きやす
くなるでしょう。そのうえで、最新のプロモーション
情報などのお得なニュースを共有すれば、読者は
さらに心を開き、購入意欲が高まるはずです。

工夫を凝らした件名

皆さんは毎日何通のEメールを受信し、そのうちの何通を開封しますか？ メルマガで成果

を挙げるための第一条件は、魅力的でユニークな件名をつけることです。読者登録にこぎ

つけたとしても、読者の受信トレイはEメールであふれかえっており、送信したメルマガが

必ず開封してもらえる保証はありません。自社からのEメールに馴染みを持ってもらいたい

あまり、つい毎回同じ件名をつけたくなるものですが、これはお勧めできません。それより

も、読者にアクションが求められていることやその期限が差し迫っていることを示す要素

を織り交ぜて、エンゲージメントを促しましょう。詳しくは、適切な件名のつけ方を解説した

ブログ記事を参照してください。

選び抜かれたCTA

メルマガで大切なのは中身です。メルマガは複数のコンテンツと複数のCTA（Call-To-

Action）で構成されますが、それぞれに目立つものと目立たないものもあります。毎回、緊

急性の高いCTAばかりで埋め尽くされていると、読者は神経をすり減らし、配信解除を選

択することになりかねません。そのため、目立たせたいメインのCTAは、1通につき1つだけ

に絞りましょう。緊急性が低い他のCTAは目立たない場所に配置し、1つの重要なCTAにス

ポットライトを当てます。Eメールで使用するCTAを選択したら、読者がとるべきアクション

（取り上げたブログ記事へのリンクをクリックする、ブランドロゴ入りのパーカーの抽選に

応募するためEメールを5人に転送するなど）が、明確に示されていることを確認します。次

に何をすべきか読者を混乱させているようでは、十分な成果にはつながらないでしょう。

https://blog.hubspot.com/blog/tabid/6307/bid/29591/The-6-Step-Secret-Sauce-for-Awesome-Email-Subject-Lines.aspx
https://blog.hubspot.com/blog/tabid/6307/bid/29591/The-6-Step-Secret-Sauce-for-Awesome-Email-Subject-Lines.aspx
https://blog.hubspot.jp/how-to-create-email-newsletters-ht
https://blog.hubspot.jp/how-to-create-email-newsletters-ht
https://blog.hubspot.jp/conversion-cta
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邪魔にならないデザイン

1通につきメインのCTAを1つしか配置しないからといって、それ以外のデザインに凝りすぎるのも

考えものです。魅力的なデザインには必ずしも大胆で過剰な演出は必要ないことを覚えておいて

ください。メルマガのデザインとコピーはCTAを引き立てはしても、CTAの妨げとなってはいけませ

ん。メルマガをデザインする際は、余白の使い方が重要です。メルマガは、モバイルデバイスを使用

して移動中に読まれることがほとんどのため、読者が内容に集中できるよう、うるさいビジュアル

にせず、シンプルで機能的なデザインを心がけてください。コピーについても同じことが言えます。

読むのに時間のかかるような長文は避け、企業のランディングページやブログなど、次の場所へと

誘導するための入り口にすることが大切です。コンテンツの中身をほんの一部だけ紹介し、CTAを

クリックするよう読者を導きましょう。

配信解除ボタン

読者にできるだけ長くメルマガを受け取ってもらいたいと思えばこそ、配信解除の手段を用意する

のは、最初は気が進まないかもしれません。その気持ちはわかりますが、関心の薄い登録者を減ら

し、熱心に読んでくれるアクティブな登録者を増やしていくことも大切です。メーリングリストからの削除を希望する読者のために、クリックして配信解除の

ページにジャンプできるボタンを用意しておきましょう。こうすることで、配信者リストの質が保たれると同時に、メルマガが届いている相手を常に正確に把

握できるようになります。また、配信解除ボタンが押されたときには、専用ページにリダイレクトする前にその理由をたずねましょう。解除プロセスに簡単な

アンケートを組み込んでおくと、たとえば「ごちゃごちゃしている」、「押しつけがましい」など、自社のメルマガの改善点を知ることができます。

画像出典：HubSpot

https://blog.hubspot.com/marketing/make-emails-more-clickable-list
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メルマガの対応チェックリスト

	 コンテンツを収集する

	 読者に最適な配信ペースを見極める

	 Eメール配信のツールまたはソフトウェアを選択する

	 テンプレートをデザインする

	 表示サイズを設定する

	 画像に代替テキストを設定する

	 コンプライアンス状況を確認する

	 ブラウザーのテストを実施する

	 配信をスタートする

コンテンツを収集する

メルマガの目標を設定し、Eメールマーケティングの戦略を立てたら、掲載

するコンテンツの収集を開始しましょう。メルマガの目標と配信頻度によっ

て、選ぶコンテンツの種類も決まります。毎日配信されるメルマガと月1回

のメルマガとでは、作成にかかる労力も、読者が閲覧するのに費やすエネル

ギーも大きく異なります。使えるコンテンツを探しに向かうなら、まずは自社

のブログとソーシャル メディア アカウントです。その後は、初回のメルマガの

メインとなるCTAを設定したうえで、内部向けのメルマガからリードジェネ

レーションにつながるコンテンツやコピーを見つけてきたり、コンテンツ作

成用の材料として社内のトレーニング資料も集めたりしましょう。

第3章

メルマガの準備

初めてのメルマガを配信する前に、いくつかの事項を決定し、テストを実施する必要があります。.
次に示すメルマガの対応チェックリストを使用し、手順に漏れがないことを確認してください。
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読者に最適な配信ペースを見極める

読者の好みは一様ではありません。配信ペースについては、登録読者にたずねるのも1つの方

法です。ゆったりとしたペースでスタートし、徐々に週1回のペースに移行してもよいでしょう。読

者に簡単なアンケートを送って確認したり、日刊／週刊／月刊のメルマガを用意し、登録状況

を見て頻度を決めたりといった方法もあります。このようにテストやアンケートを実施すること

で、最適な頻度を判断できます。曜日別や時間帯別、（所在地、年齢、企業規模などの）特定のリ

スト別に、Eメールの開封率とクリック率を比較してみるのもお勧めです。

Eメール配信のツールまたはソフトウェアを選択する

メルマガを配信するには、個人で使用しているGmailやOutlookのアカウントよりも高機能なE

メールツールが必要です。自社のCMS（コンテンツ マネジメント システム）の組み込みツールを

使用するか、独立した専用ツールを用意する必要があります。または、HubSpotのEメールツー

ルのような統合型のツールセットを導入し、コンタクトやリストの管理ツール、マーケティング

ツール、営業ツールと併せて活用することもできます。自社のEメールプログラムに最適なツー

ルやソフトウェアを選ぶ場合には、Eメールの作成と配信を行う担当者のスキルレベルを考慮し

ましょう。デザインやコーディングに不安があり、リソースが限られている場合は、パーソナライ

ズ、最適化、デザインのツールがあらかじめ組み込まれているEメールソフトウェアを選択すれ

ば、Eメールの作成やテストを手間なく行い、成果を高めることができます。こうしたソフトウェア

には、各種のテンプレートも標準搭載されていて非常に便利です。

https://www.hubspot.jp/products/marketing/email
https://www.hubspot.jp/products/marketing/email
https://www.hubspot.jp/products/marketing/email
https://www.hubspot.jp/products/marketing/email
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テンプレートをデザインする

配信方法が決まったら、次はデザインです。コピーを入力する前に、デザインチームに依頼し、本文の妨げにならないような最小限のテキストと配色で、毎回

使用するテンプレートを作成してもらいましょう（ドラッグ＆ドロップ式のEメールエディターを使用しながら自分で対応してもかまいません）。伝えたいメッ

セージよりも見た目ばかりが印象に残ってしまっては意味がないので、派手さや大胆さは抑えることが大切です。読者にとってEメール内の重要な部分が読

みやすく、クリックしたくなるようなデザインを心がけてください。また、モバイルデバイスのサポートも忘れてはいけません。こうしたメルマガは移動中に閲

覧されることが多いので、スマートフォンやタブレットにも必ず対応させましょう。HubSpotのEメール マーケティング ツールなら、標準搭載の豊富なテンプ

レートをすぐにご利用いただけます。

表示サイズを設定する

読者がどのようにメルマガを読むかわからない場合は、あらゆる画

面に対応できるようサイズを設定する必要があります。ほとんどのE

メールサービスでは、メルマガの既定のサイズが600ピクセルになっ

ており、いずれのサイズでも30ピクセルのパディングが指定されてい

るため、サイズを適切に設定しないと、縦に押しつぶされて読めなく

なってしまいます。そのため、幅が600ピクセルに収まるようにデザイ

ンし、どんな画面でも適切に表示できるようにすることが重要です。

画像出典：HubSpot

https://www.hubspot.jp/products/marketing/email
https://www.hubspot.jp/products/marketing/email
https://app.hubspot.com/marketplace/516228/products/web-canopy-studio/sonata-template
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画像に代替テキストを設定する

テンプレートに文面を入力したら、登録者への配信準備はほぼ完了です。しかし念のため、

Eメールを送信する前に、すべての画像に代替テキストを設定しておきましょう。このテキス

トは、対象の画像が読者のEメールサービスでサポートされない場合に、画像の代わりに

表示されます。また、一部のEメールサービスではHTMLがサポートされないため、プレーン

テキスト形式でもメルマガの体裁が整っていることを確認しておいてください。どちらの形

式でも読み進めやすく、リンクがクリックしやすく、内容をなるように配慮しましょう。

コンプライアンス状況を確認する

送信ボタンを押す前に、法的な観点から自社のEメールに問題がないことを確認しましょ

う。特に注意が必要なのは、特定電子メール法です。

広告など宣伝目的のメールが対象の特定電子メール法では、メール配信前にオプトイン

（同意）を得ること、メルマガ内でオプトアウト（配信停止）方法を明確にすること、送信者

の情報や問い合わせ先等の定められた事項について正しく明記することなどをメルマガ

配信で必要としています。

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/d_syohi/pdf/m_mail_pamphlet.pdf
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ブラウザーのテストを実施する

各種のEメールサービスの仕様は必ずしも同じではなく、コードの解釈方法はそれぞれ異なります。そのため、送信前にさまざま

なブラウザーでメルマガの表示をテストし、受信方法にかかわらず、常に一定の読みやすさが確保されることを確かめましょう。

Gmailの受信トレイやMacのChromeできれいに表示されていても、AndroidのOutlookでは同じように表示されない可能性があ

ります。すべての主要なブラウザーやEメールサービスでメルマガの表示をテストする時間を取り、配信開始後にトラブルが発生し

ないように努めてください。HubSpotのEメール プレビュー ツールを使用すれば、さまざまなEメールサービスでの表示を簡単に

テストできます。

配信をスタートする

いよいよ待望の瞬間です。ここまでの手順で、魅力的な要素をもれなくメルマガに盛り

込み、チェックリストの全項目が完了しました。配信対象者がすべてEメールの受信者

として登録されていることを再確認したら、送信ボタンを押してください。後は、いすに

座ってくつろぎながら、チームメンバーと労をねぎらい、結果が出るのを待ちましょう。

https://blog.hubspot.com/customers/how-to-preview-your-emails-in-30-different-inboxes
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成果の測定方法

新しいメルマガの運用を開始したときや、古くなったメルマガを刷新したとき、成果を追跡する方法としては

いくつかの選択肢が考えられます。できるだけ役立つ測定指標を選ぶには、このメルマガの始動を決定した

当時を振り返ってみてください。このプロジェクトの目標はどのようなものでしたか？ ブログのトラフィックの

増加でしょうか？ 四半期ごとに開催するユーザーイベントのチケット販売や、リードから顧客への転換でしょ

うか？ その目標に応じて、達成するために必要な測定指標を判断します。以降で紹介する測定指標を活用す

れば、メルマガのパフォーマンスを総合的に評価し、さらに発展させるうえで今後注力すべきポイントが把握

できます。

第4章

メルマガの最適化

晴れて最初のメルマガを配信し、Eメール マーケティング キャンペーンを一歩前進させました。実際に読者の目に触れるようになったら、次は効果が出
ている点や改善できそうな点、具体的な成果指標を見極めましょう。

ただし、メルマガの最適化は一朝一夕で終わるものではありません。最適化のために変更を加えるときには、成果を正確に追跡できるよう1つずつ段階
的に行うことが肝心です。テストと最適化を地道に繰り返すことで、登録者1,000人、10万人、100万人への道が開けていくでしょう。
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　 開封数

Eメールの開封数からは、件名の有効性がわかります。また、件名が自社のブランドとどの程度マッチして

いるか、自社が配信するEメールを読者が待ち望んでいたかどうかを判断する材料としても役立ちます。送

信者名やトーン、件名などから、自社ブランドのメルマガであることが明確に伝わるようにしましょう。A/B

テストを実施すると、どのようなタイプのコンテンツが求められているかを確認できます。また、開封率（送

信数に対してEメールを開封した受信者の割合）やクリック率（開封数に対してEメール内のリンクをクリッ

クした受信者の割合）など、キャンペーンのパフォーマンスを継続的に分析することも重要です。Eメールの

エンゲージメントを分析して、Eメール配信を最適化すれば、キャンペーンの効果を最大化できます。

　 クリック数

手間ひまかけてメルマガを作成・配信するのは、なにも受信トレイに放置され、

そのまま削除されるためではありません。メルマガがエンゲージメントを促進で

きているのか、どの程度の効果があるのかを把握するには、まずクリック数を測

定する必要があります。Eメール内のどのリンクがクリックされているかを追跡

したら、事前に設定した目標に基づいてコンテンツ戦略を調整します。また、ク

リックスルー率（CTR）とコンバージョン率をモニタリングし、Eメールプログラム

の目標に照らして達成度を追跡します。Eメールの中でも一番目につきやすい

冒頭の部分に、特に効果の高いコンテンツを配置してテストを重ね、読者のエ

ンゲージメントを最大限に引き出せるコンテンツを突き止めましょう。

　 コンバージョン数

メルマガ内のどの要素が読者にクリックされているか、クリック

した後でどのような行動がとられているかを確認しましょう。読

者はイベントのリンクをクリックして、そのまま参加登録を行っ

ていますか？ リンク先のブログ記事にアクセスして、そこに配置

されたCTAに反応していますか？ クリックした読者はどのくらい

の割合で顧客化しているでしょうか？ リンククリックによって読

者がどこに誘導されるにしても、その後のコンバージョン数をモ

ニタリングすれば、読者の反応が良いコンテンツを把握して、そ

の種類のコンテンツを継続的に提供していくことができます。

https://blog.hubspot.jp/how-to-do-a-b-testing
https://blog.hubspot.jp/how-to-do-a-b-testing
https://blog.hubspot.com/marketing/metrics-email-marketers-should-be-tracking
https://blog.hubspot.com/marketing/metrics-email-marketers-should-be-tracking
https://blog.hubspot.com/marketing/metrics-email-marketers-should-be-tracking
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　 登録者数

アクティブに閲覧している読者でベースの登録者リストを確立できたら、次はリストの拡大に取り組みま

しょう。メルマガが多くの人の目に触れるほど、月間目標の達成は早まります。もちろんリストが拡大した

からといって、必ずしもメルマガの有効性が高まるわけではありません。アクティブでない読者を増やす

より、数は少なくてもアクティブな読者を維持する方が有益です。それでもなお、登録者数の推移を追跡

するのは賢明と言えます。メルマガを知人と共有するように読者に呼びかけ、ソーシャルメディアを活用

して登録者数を増やしましょう。

　 転送率

登録者を増やすには、転送率を向上させるのも1つの方法です。読者によるメルマガ転送の促進を目指

すなら、現在何人に転送されているかを測定する必要があります。しかし、Eメール マーケティング プログ

ラムでは、Eメール内の転送ボタンをクリックした人数を追跡できません。代わりに、知人をメルマガの読

者登録ページに招待してもらうためのCTAを作成して、追跡可能なリンクを設定し、そのリンクのクリッ

ク数を追跡するとよいでしょう。

　 ROI

ビジネス成長を目標にメルマガを運用している場合には、メルマガのROIを追跡することをお勧めしま

す。メルマガによって獲得した訪問者数、リード数、顧客数、そして収益を追跡することで、メルマガの有効

性を確認できます。

https://knowledge.hubspot.com/jp/settings/how-do-i-create-a-tracking-url
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関連する測定指標の数値を改善する方法

メルマガをさまざまな角度からモニタリングし、効果のある要素や改善すべき点を見極めたら、関連指標の数値を高めるために具体的な対策を講じます。こ

こから紹介するヒントを参考に、メルマガの効果を最大限に引き出しましょう。

　 新規読者の獲得後24時間以内にEメールを送信する

現時点ではワークフローの自動化を設定していない場合もあるかもしれま

せんが、新規の読者登録が行われてから24時間以内にEメールを送信する

ことが重要です。そうすると、新たな読者の今後のエンゲージメントをEメー

ルへの反応から予測できるだけでなく、自社が期待しているものを読者に

伝えることもできます。この貴重なチャンスを逃さないために、HubSpotの

ワークフローアプリケーションなどを使用してワークフローを自動化し、コ

ンタクトがどんな方法で自社とコミュニケーションをとった場合でもEメー

ルを自動送信できるように設定しておくとよいでしょう。記憶の新しいうちに

Eメールを送っておけば、メルマガに登録したブランドだとすぐに認識しても

らえるだけでなく、自社のEメールに対する関心を維持できます。

　 Eメールの差出人を実際の担当者にする

メルマガの送信者を「マーケティングチーム」などの部門名ではなく、

個人名にすると、Eメールの開封率が向上します。考えてみてくださ

い。一斉送信されたような定型のEメールと、パーソナライズされたE

メール。信頼できるのはどちらでしょうか。誰しも、スパムや自動生成

のEメールで受信トレイがいっぱいになってしまった経験があると思

います。その中に埋もれてしまわないための工夫として、メルマガの

差出人を特定の個人名にすることで、その担当者が自分のために時

間をかけて作成してくれたという印象を与えることができます。この場

合は、返信用の受信トレイを忘れずにチェックし、読者からの質問が

チーム宛てに届いていないかを確認するようにしてください。

https://www.hubspot.jp/products/marketing/marketing-automation
https://www.hubspot.jp/products/marketing/marketing-automation
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　 中身は簡潔に

クリック率の大幅な低下や配信解除の増加が発生していたら、その原因は単

純にメルマガが長いからかもしれません。メルマガは読者が負担なく読み終え

られるよう、簡潔にまとめることが重要です。冗長にならず、読みやすい文章に

仕上げるには、読者に直接語りかけるようなトーンを心がけてください。カジュ

アルでくだけた文体を維持しましょう。あえて長い文章にする場合には、内容を

整理し、段落で区切ってわかりやすくします。メルマガは教科書ではなく、ため

になる楽しい読み物として提供する必要があるので、情報を詰め込みすぎるの

は逆効果です。

　 1通につきCTAは1つに絞る

クリック率が低下している場合は、Eメール内にCTAが多すぎて、読者が読み疲

れてクリックしないままメルマガを閉じてしまっている可能性が考えられます。

コンテンツに対する読者の関心を維持するためには、いくつものアクションを

求めるのは禁物です。読者が気楽に読めるよう、メインのCTAは1通あたり1つ

だけにとどめます。さらに、CTAボタンには促したいアクションをわかりやすく

記し、目に止まりやすい場所を選んで適切に配置しましょう。
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Robinhood Snacks

ユーモラスな文章にわかりやすい説明が特長で、肩肘を

張らずに楽しく読める経済ニュースを提供しています。

第5章

効果的なメルマガの実例

最後に、皆さんの参考となるよう、効果的にメルマガを運用して成果を挙げている実例をご紹介します。

ビジネス・経済

https://snacks.robinhood.com/
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Everlane

ソーシャル意識の高いアパレルブランド「Everlane」では、キュレー

ション形式のメルマガを採用し、写真を多用した「魅せる」デザイ

ンで商品をアピールしています。

Jins

奇をてらわない、眼鏡ブランドらしいデザインが施されており、

製品の特長を紹介すると同時に、来店を促しています。

顧客向け

https://jp.everlane.com/ja-jp/
https://www.jins.com/jp/
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Shopify

Shopifyのメルマガは、常連ユーザー以外にも役立つコンテン

ツです。ECビジネスに関するアドバイスや業界ニュース、インタ

ビューを織り交ぜながら、実践的な情報を提供しています。

eMarketer

1日に1回、Eコマース全般に関するニュースを短くまとめて配

信。また、eMarketer Techという新しいメルマガでは、マーケ

ティングテクノロジーの最新ニュースを提供しています。

eコマース

https://www.shopify.jp/blog
https://www.emarketer.com/newsletters
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Morning Brew

興味を引く話題と経済ニュースを織り交ぜながら、明る

く軽快なタッチで、さまざまな業界のニュースをタイム

リーに配信しています。

Fizzle

起業家向けのビジネスニュースを率直かつカジュアルなトー

ンで提供。週に1回、友人からのアドバイスを聞く感覚で、ビジ

ネス構築のヒントを得られます。

ビジネス・経済

https://www.morningbrew.com/
https://fizzle.co/sparkline/
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Below the Fold

新聞をめくりながらだと、日常の重要なニュースを見落と

してしまいがちです。このメルマガでは、毎日の知っておく

べきトピックをまとめて配信しています。

Buffer

ソーシャルメディアに関するあらゆる最新ニュースを網羅した、短くて

読みやすいメルマガで、欲しかった情報が手に入ります。

日々の出来事

https://www.acciyo.com/below-the-fold
https://buffer.com/resources
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theSkimm

インパクトたっぷりの簡潔な文章で、日々の重要な

ニュースが紹介されています。楽しくてためになる情報

が満載です。

New York Times Morning Briefing

世界のトップニュースを集約した日刊のメルマガ。20分ほどかかるボ

リュームですが、それだけの値打ちはあります。時間に余裕があり、

ニュースの詳細を確認したいときに最適です。

日々の出来事

http://www.theskimm.com/
https://www.nytimes.com/interactive/2018/briefing/global-morning-briefing-newsletter-signup.html


25

Non-Obvious Insights

マーケティング業界の今を伝える週刊メルマガ。シンプル

なデザインで目に優しく、マーケティング担当者に必要な

最新の情報をもれなく届けます。

The Professional Freelancer

フリーランサーとその雇用者に向け、毎週金曜日に実践的なアドバイ

スを提供しています。

マーケティング

https://www.rohitbhargava.com/subscribe
https://theprofessionalfreelancer.substack.com/subscribe
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Litmus

Eメールマーケティングのテストを実施してライバルに差

をつけたいなら、独自のテンプレートで面白いコンテン

ツを発信しているこのメルマガがぴったりです。

NewsCred

すぐに使えるコンテンツマーケティングの戦略を紹介しています。

マーケティングに関する最新の知見やヒントが満載です。

マーケティング

https://litmus.com/subscribe
https://insights.newscred.com/
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Brain Pickings

毎週日曜日の朝に、心理学、創作、科学、芸術、デザイン

に関する見逃せない記事を1週間分まとめて配信してい

ます。

Medium

ブログ投稿プラットフォーム「Medium」では、日刊と週刊のメ

ルマガによって優れたコンテンツが受信トレイに直接配信さ

れるため、不要な記事に埋もれることなく、目的の記事をすぐ

に見つけることができます。

ウェブ

https://www.brainpickings.org/newsletter/
http://medium.com/
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REI

アウトドア・スポーツ用品を販売する同社のメルマガでは、良質

なコンテンツで良質な製品を宣伝しています。多くのeコマース

企業がなかなか叶えられずにいることを実現してみせたのです。

InVision

アクセス数の多かったブログ記事のダイジェストとデザインのリンク

集を毎週配信すると共に、不定期にコンテストを開催するという現代

的な手法で、高いパフォーマンスを発揮しています。

eコマース

https://www.rei.com/help/subscriptions/rei-email.html
https://www.invisionapp.com/blog


29

Home Depot

住宅関連の商品を幅広く取り扱う同社では、DIYのヒントや作業手

順、お勧めの工具、リフォーム計画のアイデアなどをメルマガで発信。

役立つ情報を提供しつつ、自社の商品をうまくアピールしています。

Unsplash

ストックフォトの共有サイトを運営している同社では、週刊のメルマガ

でお勧めの写真をピックアップして紹介し、月刊のメルマガでパート

ナーシップに関する最新情報を提供しています。

顧客向け

https://www.homedepot.com/
https://unsplash.com/
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Opening Act

イベントの告知や知識向上に役立つ情報、支援している学生に関す

るニュースなどを配信すると共に、同団体のプログラムに対する寄付

を募っています。

National Wildlife Federation

知識向上のための記事を共有するEメール内に、目立つCTAを1つ配

置したり、コンテストの開催を宣伝したりすることで、Eメールの枠を

超えたエンゲージメントの促進に貢献しています。

非営利団体

http://openingact.nationbuilder.com/newsletter
https://www.nwf.org/


31

ALS Therapy Development Institute

筋萎縮性側索硬化症（ALS）の治療研究支援を目的とした「アイス バケツ 

チャレンジ」で有名なALS TDIのメルマガでは、読者自身に募金集めのイベン

ト開催を呼びかけています。また、読者から資金提供を受けた研究の成果に

加え、コミュニティーイベントやオンラインイベントの告知も掲載しています。

Habitat for Humanity Local Chapters

Habitatのメルマガでは、地域レベルの最新情報とコミュニ

ティーメンバーの活動レポートを掲載すると共に、ボランティ

アや建築サポート、寄付の募集を行っています。

非営利団体

https://www.als.net/subscribe
https://habitatjp.org/
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無料で試してみる 無料で試してみる

マーケティング 
ソフトウェア

Marketing Hubは、適切なオーディエンスを惹きつけ、多く

の訪問者を顧客へと転換し、包括的なインバウンドマーケ

ティングのキャンペーンを広く展開するために役立つ、豊富

な機能を備えた使いやすいマーケティング オートメーショ

ン ソフトウェアです。

Eメール マーケティング 
ソフトウェア

HubSpotでは、企業によるEメールの送信、リードの育成、

新規顧客の獲得に役立つEメール マーケティング ツール

を無料でご提供しています。デザイン部門の手を借りなくて

も、スキルレベルを問わずあらゆるマーケティング担当者が

見栄えのするEメールを無料で作成、送信できます。

https://www.hubspot.jp/products/marketing
https://www.hubspot.jp/products/marketing/email

